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	 第 30 回日本植生史学会大会のご案内（最終報）		
第 30 回日本植生史学会大会を下記の要領で開催します。（学会 Web サイト（http://hisbot.jp/）においても随

時，情報を更新いたしますので，ご確認願います。）	

u 日時	

2015 年 11 月 6 日（金）午後：幹事会	

				 		11 月 7 日（土）午前：評議員会、午後：公開シンポジウム、懇親会	

				 		11 月 8 日（日）一般研究発表（口頭/ポスター）・総会	

				 		11 月 9 日（月）巡検（第 40 回日本植生史学会談話会）	

u 会場：北海道博物館	 講堂ほか	

〒004-0006	札幌市厚別区厚別町小野幌 53-2（http://www.hm.pref.hokkaido.lg.jp/）	

<アクセス>（JR 札幌駅から JR 新札幌駅間は快速で約 10 分、新千歳空港から JR 新札幌駅間は快速で約 30 分で

す。）	

バスをご利用の方：地下鉄新さっぽろ駅・JR 新札幌駅からバスターミナル・のりば 10（北レーン）JR 北海道バ

ス新 22「開拓の村行き」に乗車、「北海道博物館」で下車。乗車時間は約 15 分。	

JR ご利用の方：JR 森林公園駅の東口のりば、新札幌駅からの上記のバスが森林公園駅に寄ります。バス乗車時

間は約 5分。※JR 森林公園駅から北海道博物館まで徒歩で 20～25 分。	

大麻・江別方面から：JR 北海道バス・夕鉄バス新札幌方面行きに乗車し、「厚別東小学校前」で下車、バス停

から徒歩 15 分。	

駐車場：北海道博物館のまわりには百年記念塔前駐車場、北海道博物館駐車場、開拓の村駐車場の 3つの駐車場

があります。北海道博物館をご利用の際は、北海道博物館駐車場が最も近く便利です。お体の不自由な方、妊娠

中の方などは身障者用駐車場をご利用ください（10 台ほどの駐車スペースがあります）。	

u 懇親会会場：ホテルエミシア札幌（JR 新札幌駅改札から徒歩約 3 分、地下鉄新さっぽろ駅 9 番出入口より徒歩

約 1分）（http://hotel-emisia.com/contents/information/access.html）	

u 費用（当日徴収）	

参加費（要旨代を含む）：一般会員	3,000 円、学生会員	1,000 円、非会員	4,000 円	

懇親会費：一般会員・非会員	6,000 円、学生会員	4,000 円	

11/8（日）お弁当予約希望者：1,000 円（お茶付き）※大会申込時に学会	Web	サイトの「申込みフォーム」から

お申込み下さい。会場周辺には飲食店が少ないので、お弁当の予約をおすすめします。	

u チラシ	

学会ウェブサイトの大会情報ページ（http://hisbot.jp/meetings/upcomingmeeting）からダウンロード可能で

す。頒布のご協力をお願いします。	

u 宿泊：各自でお早目にご予約ください。大会会場や懇親会会場（新札幌駅）周辺には宿泊施設が少なく、JR 札幌

駅や地下鉄大通駅付近に多数あります。	
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u 主催：日本植生史学会	 共催：北海道博物館	

u 大会実行委員：田口尚(委員長)・臼杵勲（副委員長）・紀藤典夫（副委員長）・内田和典・大塚宜明・高瀬克

範・高宮広土・椿坂恭代・三浦正人・守屋豊人・江口誠一・星野安治	

u 大会に関する連絡先：参加申込や要旨作成などに関するお問合わせは、大会実行委員（taikai30@hisbot.jp）

までお願いします。	

	

u 大会プログラム	

○11 月 7 日（土）：公開シンポジウム、懇親会	

10：00～13：00	 受付（正面玄関南口、1階グランドホール）	

※大会参加者には北海道博物館の総合展示見学を団体割引料金で 11/7（土）、もしくは 11/8（日）いずれかに

適用できるチケットをお渡しできます。詳細は，大会受付でご確認ください。また 11/7（土）10 時より、学芸

員の方に総合展示のみどころを 20～25 分程度でお話ししていただくグループレクチャーをお願いしています。

希望者は、大会申込時に学会	Web	サイトの「申込みフォーム」からお申込み下さい。（希望者少数の場合は実

施いたしませんので，ご了承ください。）	

	

13：00～17：15	 公開シンポジウム（講堂：グランドホール階下、中地下 1階）	

公開シンポジウム：『植生史が語る北海道の文化	 −縄文からアイヌへ−』	

基調講演	 「植生史が語る北海道の文化」山田悟郎（札幌国際大学）	 	

特別講演「アイヌの植物利用について」村木美幸（白老アイヌ民族博物館）	

話題①フローテーション法の黎明期	 椿坂恭代(Project	seeds	考古植物研究会)		 	 	 	

話題②北海道の漆製品について	 				小林幸雄(元北海道開拓記念館)	

話題③北海道の木製品について	 	 		三浦正人(北海道埋蔵文化財センター)	

話題④北海道の編組製品について	 		吉本忍(国立民族学博物館)	

討論	 	 	 オーガナイザー	 	 	 	 	 山田悟郎	

	

18：30～20：30	 懇親会（ホテルエミシア札幌）	

	

○11 月 8 日（日）：一般研究発表（口頭/ポスター）、総会	

9：00～11：05	 口頭発表（講堂）	

11：10～12：10	 総会（講堂）	

12：10～12：40	 昼食	

12：40～14：10	 ポスター発表（中 2階ラウンジ奥・12：40～13：25	奇数番号、13：25～14：10	偶数番号）	

14：10～16：00	 口頭発表（講堂）	
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口頭発表 B-1「人と植物の関係史」	 座長：渋谷綾子（国立歴史民俗博物館）	

	O-01		9:00	片岡太郎*・上條信彦（弘前大学北日本考古学研究センター）・佐々木由香（パレオ・ラボ）・鹿納晴尚・

佐々木理（東北大学総合学術博物館）：X線 CT による籃胎漆器の製作技法と素材同定に関する研究	

O-02		9:15 橋詰	潤（明治大学黒耀石研究センター）：石斧の欠損および形態分析に基づく更新世末期の木質資源利

用の変遷の検討	

O-03		9:30 金原正明*（奈良教育大学）・田崎博之（愛媛大学）・丸山真史（東海大学）・菊地大樹（京都大学）・

金原美奈子（文化財科学センター）：中国の新石器時代における古環境変遷と初期栽培植物の研究展開

および基礎的研究	

O-04		9:45 佐々木由香*・米田恭子（パレオ・ラボ）・小林和貴（東北大学植物園）・安在晧（東國大學校）・鯵本

眞友美（福井県立若狭歴史博物館）：韓国新石器時代と縄文時代早期の出土鱗茎の種類	

10：00～10：05	 休憩	

	

口頭発表 B-2「人と植物の関係史」	 座長：高橋	敦（パリノ・サーヴェイ）	

O-05	10:05	真邉	彩*（鹿児島県立埋蔵文化財センター）・小畑弘己（熊本大学文学部）：九州縄文時代のサンショ

ウ属果実とその利用について	

O-06	10:20	鈴木三男*・小林和貴（東北大学植物園）・佐々木由香（パレオ・ラボ）・能城修一（森林総合研究所）：

縄文の縄･紐類の素材植物	

O-07	10:35	中山誠二（山梨県教育委員会学術文化財課）：ツルマメを多量に混入した縄文土器	

O-08	10:50	能城修一（森林総合研究所木材特性研究領域）：関東地方周辺における縄文時代から弥生・古墳時代へ

の木材資源利用の変化	

11：05～11：10	 休憩	

11：10～12：10	 総会（講堂）	

12：10～12：40	 昼食	

12：40～14：10	 ポスター発表（中 2階ラウンジ奥・12：40～13：25	奇数番号，13：25～14：10	偶数番号）	

ポスター発表 A「生態,	古生態,	環境変動」	

P-01 小椋純一（京都精華大学）：微粒炭データベース作成の試み	

P-02	池田重人*・志知幸治・岡本	透（森林総合研究所）・林	竜馬（琵琶湖博物館）：鳥海山桑ノ木台湿原の花粉分

析に基づく晩氷期以降の植生変遷	

P-03	嶋田美咲*・高原	光（京都府立大）・原口	強（大阪市立大）・池原	研（産総研）・池原	実（高知大）・加	三

千宣（愛媛大）・村山雅史（高知大）・竹村恵二・山田圭太郎（京都大）・山本正伸（北海道大）：別

府湾海底堆積物の花粉分析に基づく過去 7000 年間の植生変遷	

P-04	吉田明弘（鹿児島大学法文学部）：青森県小川原湖の高時間分解の花粉化石データを用いた過去 1 万年間の定

量的な古気候復元	

P-05	近藤玲介*（皇學館大学）・五十嵐八枝子（北方圏古環境研究室）・宮入陽介（東京大学）・沢田陽巳（北方圏

古環境研究室）・百原	新（千葉大学）・遠藤邦彦（日本大学）：北海道利尻島における過去 2万年間の

環境変遷：姫沼の植生史から探る	
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ポスター発表 B「人と植物の関係史」	

P-06	安	昭炫（パレオ・ラボ）：韓国慶州地域の 5-7 世紀堆積物の微化石分析からみた新羅王京一帯の都市化	

P-07	金原正明*（奈良教育大学）・中村真一（金沢大学）・米田穣（東京大学）・宇田津徹朗（宮崎大学）・細谷葵

（お茶の水大学）・金原正子（文化財科学研究センター）：新学術領域研究（研究領域提案型）「稲作

と中国文明－総合稲作文明学の新構築－」における植生史学の展開	

P-08	小畑弘己（熊本大学）・真邉	彩*（鹿児島県立埋蔵文化財センター）："サクランボウを食べた？チンギス・カ

ン－モンゴル・アウラガ遺跡 2015 年の調査成果－"	

P-09	伊藤由美子*（青森県県史編さんグループ）・羽生淳子（総合地球環境学研究所）：三内丸山(9)遺跡出土トチ

ノキ種皮の年代測定結果からみた青森平野における縄文中期のトチノキ利用について	

P-10	荒川隆史（(公財)新潟県埋蔵文化財調査事業団）：縄文時代におけるクリ果実の割り方に関する研究	

P-11	目黒まゆ美*（さいたま市遺跡調査会）・佐々木由香（パレオ・ラボ）：南関東地方における縄文時代のオニグ

ルミ利用	

P-12	遠藤英子（明治大学黒曜石研究センター）：群馬県西部域における弥生時代前半の穀物栽培	

P-13	鈴木英里香*（昭和女子大学大学院）・佐々木由香（パレオ・ラボ）・山本暉久（昭和女子大学）：山梨県諏訪

原遺跡における土器圧痕にみる縄文時代中期の植物利用－昭和女子大学調査区について－	

P-14	大西智和*（鹿児島国際大学国際文化学部）・中村直子・寒川朋枝（鹿児島大学埋蔵文化財調査センター）：古

墳文化周縁地域の土器圧痕調査からみた食用植物	

P-15	山本	華*（早稲田大学）・黒沼保子・佐々木由香（パレオ・ラボ）・大網信良（早稲田大学）・亀田直美（西

東京市教育委員会）：東京都下野谷遺跡における縄文時代中期の炭化材・炭化種実・土器圧痕の組成比

較	

P-16	江口誠一*・金井敬宏（日本大学）・當山啓介（東京大学）：房総半島南部における炭窯跡の分布と立地	

P-17	高橋	敦*（パリノ・サーヴェイ）・桃井宏和（元興寺文化財研究所）・福田さよ子（橿原考古学研究所）・浦	蓉

子（奈良文化財研究所）・如法寺慶大（南山大学人類学博物館）・西原和代（京都大学(院)）：木製民

具の用材選択	

P-18	小林和貴*・鈴木三男（東北大学植物園）・佐々木由香（パレオ・ラボ）・能城修一（森林総合研究所）：北海

道で出土した編組製品の素材植物	

P-19	清水	香（東京大学埋蔵文化財調査室）：アイヌ文化期の副葬品における東北系箔椀について	

P-20	渋谷綾子（国立歴史民俗学博物館）：人骨歯石の残存デンプン粒から食生活を探る	

	

口頭発表 A-1「生態,	古生態,	環境変動」	 座長：小椋純一（京都精華大学）	

	O-09	14：10	中村俊夫*（名古屋大学年代測定総合研究センター）・木村勝彦（福島大学共生システム理工学類）・

西本	 寛（愛知大学法学部）・箱崎真隆（国立歴史民俗博物館）・鹿取	渉（佐渡市教育委員会）：低湿

地遺跡出土木材の C-14 年代測定と年輪年代測定	

O-10	14：25	箱崎真隆*（国立歴史民俗博物館）・中塚	武・佐野雅規（総合地球環境学研究所）・木村勝彦（福島大

学共生システム理工学類）・中村俊夫（名古屋大学宇宙地球環境研究所）：北日本猿ヶ森砂丘の埋没木

を用いた酸素同位体比標準年輪曲線構築	
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O-11	14：40	尾本雄道*・法井光輝・木村勝彦（福島大・理工）・石田朗（名大・理）・中塚武（地球研）・岡田憲

一（橿考研）：奈良県中西遺跡の弥生時代の洪水砂層に埋没した森林の生態復元と年輪酸素同位体比分

析による暦年代推定	

				14：55～15：00	 休憩	

	

口頭発表 A-2「生態,	古生態,	環境変動」，C「分類・系統，生物地理」	 座長：池田重人（森林総合研究

所）	

O-12	15：00	百原	新*（千葉大院・園芸）・三宅	尚（高知大・理）・工藤雄一郎（国立歴史民俗博物館）・塚腰	実

（大阪市立自然史博物館）・沖津	進（千葉大院・園芸）：三木茂標本の炭素年代測定に基づく中部－西

南日本の最終氷期最寒冷期植物化石群の再検討	

O-13	15：15	高原	光（京都府立大学大学院生命環境科学研究科）：西日本における最終氷期最盛期以降のスギの変

遷	

O-14	15：30	星野フサ*（北大総博ボランテイア）・中村俊夫（名古屋大学宇宙地球環境研究所）・岡	孝雄（(株)北

海道技術コンサルタント）・近藤	務（応用理学研究室）・関根達夫（石狩沖積低地研究会）・米道	博

（北海道道路エンジニアリング(株)）・山崎芳樹（(株)北開測地）・安井	賢（(有)甲賀地盤調査）・若

松幹男（若松技術士事務所）・前田寿嗣（札幌市立藤野中学校）・乾	哲也・奈良智法（厚真町教育委員

会）：石狩低地帯南東縁部厚真川流域の特にミズゴケ属植物の拡大期をもつ上部更新統から完新統の

AMS14C 年代測定・珪藻分析・花粉分析による植生史学的研究	

O-15	15：45	紀藤典夫*（北海道教育大学函館校）・佐々木大介（函館市）・芳賀友祐（自治医大）・野長瀬郁美（北

海道新聞）：北海道奥尻島におけるブナ林の成立	

	

u 巡検（第 40 回日本植生史学会談話会）のご案内	

テーマ：『北海道の植生と埋蔵文化財』	

案内人：山田悟郎・三浦正人、世話人：田口尚・高瀬克範・守屋豊人	

内容：時期的に多くの植物は枯落ちているため、北海道に特徴的な針混交林植生および森林性生物の状況を野幌

天然林のガイダンス施設で再確認する。北海道埋蔵文化センターでは調査報告した旧石器からアイヌ文化の出土

遺物とともに、原産地ごとの黒曜石や道内各地のテフラ堆積と遺物包含層の剝ぎ取り標本を見学する。また、縄

文時代の千歳市ママチ土製仮面（重文）、キウス 4遺跡やキウス 5遺跡の木製品、擦文～アイヌ文化期のユカン

ボシＣ15 遺跡や美々8遺跡低湿地遺跡出土品（重文）など、道内に特徴的な木製品の製作技法や樹種選択などに

ついて理解する。次に北海道開拓の村において、アイヌ文化期以後の北海道の発展に関わった建築物を見学する。

午後からは恵庭市郷土資料館にて縄文時代のカリンバ遺跡出土の多種多量の漆器類（重文）、柏木川 4遺跡出土

の特殊な模様編みの編み物を見学し、赤色顔料と漆利用について学ぶ。次に縄文時代の巨大な集団墓地である国

指定史跡千歳市キウス周堤墓群を見学し、縄文時代の土木技術について考える。縄文時代前期の千歳市美々貝塚

を見学し、縄文海進時の石狩低地帯の縁辺の状況を学ぶ。新千歳空港で解散とするが、新千歳空港内には、集落、

貝塚、周堤墓、墳墓、落とし穴などをはじめ、縄文～アイヌ文化期の多数の遺跡が存在した。連泊する方はバス

で JR 札幌駅までお送りする。※施設の都合や天候・災害などで予定が変更される場合があります。	

日程：2015 年 11 月 9 日（月）：バス移動	

	9:00	 JR 新札幌駅前集合	

	9:30	 野幌森林公園「ふれあい交流館」（森林植生と生物の特徴）	

10:30	 北海道立埋蔵文化財センター（展示室・千歳市ママチ土製仮面（重文）・美々８遺跡アイヌ期の木製

品（重文））	

11:30		北海道開拓の村（旧北海道庁・石造建築・漁村群などの歴史的建造物群ほか）	

昼食	
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14:00	 恵庭市郷土資料館	（カリンバ遺跡出土遺物（重文）漆器・柏木川 4縄文編布など）	

15:20		千歳市キウス周堤墓群	

16:20		美々貝塚・植苗貝塚	

17:00 頃	 新千歳空港で一部解散	

18:00 頃	 JR 札幌駅解散	

参加費：4,000 円程度（昼食代別：事前予約にてお茶付きで 1,000 円のお弁当希望を受付けます。予約されない

方は、各自でご用意願います。）	

定員：40 名	

申込期限：10 月 16 日（金）17：00（定員に達した場合、期限日より前に申込みを締切ることがあります。）	

申込方法：大会申込時に学会	Web	サイトの「申込みフォーム」からお申込み下さい。	

	

u 大会参加，及び巡検の申込み	

大会・懇親会・巡検の参加は、10 月 16 日（金）17:00 までに学会 Web サイト（http://hisbot.jp/）にある申込

フォームより、お申込みください。※大会が 11 月上旬開催のため、締切りが例年より早くなっていますのでご

注意ください。	

	

	

	

	 学会ニュース		
●	会費納入のお願い  

2015年度の会費納入にご協力下さい。 
日本植生史学会会費（2010年度より）一般会員：6,000円・学生会員：3,000円・団体会員：8,000円・賛助会員：一
口 20,000円とし一口以上とする。会費納付先：郵便振替口座 00980-8-70087 加入者名 日本植生史学会 

 
●	異動・所属変更に伴う会員情報変更のお願い  
学生会員及び一般会員の方で、異動、所属変更等があった方は、以下の日本植生史学会事務局へのご連絡下さい。 
	

 

事務局： 
●連絡・問合せ 庶務幹事 吉田圭一郎 〒240-8501 神奈川県横浜市保土ヶ谷常盤台79-2横浜国立大学教育人間科学部 

TEL：045-339-3425 庶務：hbmain@hisbot.jp 会誌投稿：hbjournal@hisbot.jp 
●NL編集、ホームページ・企業広告問合せ	 広報・渉外幹事 西本 寛	 広報・渉外：hbnews@hisbot.jp 
●入会・異動・退会の申し込み、バックナンバーの購入、メーリングリストアドレスの登録・変更、NL発行 
	 〒166-8532	 東京都杉並区和田3-30-22	 大学生協学会支援センター内	 日本植生史学会事務局 
	 Tel：03-5307-1175	 Fax：03-5307-1196	 Mail：hisbot@univcoop.or.jp  
●	学会ホームページ	 http://hisbot.jp/ 


